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1.　「理論という実践」の狙い
テーマ部会Aでは、1年目の学会大会で、ピエール・ブルデューの『世界の悲惨』をと
りあげ、社会学理論が本来備えている力能――社会的現実や対象となる「フィールド
（field）」そのものを生産する構想力や対象の輪郭を浮かび上がらせる記述力――が、いか
にアクチュアルな社会問題と密接に関連しているのかに焦点をあて、社会学における理論
研究の営みについて幅広い議論を行いました。2年目の学会大会では、1年目の成果を踏
まえつつ、「理論という実践」というタイトルのもと、ジェンダー理論を取りあげ、ジェ
ンダー平等の問題を社会学の理論研究の応用問題として考える機会としました。
ジェンダー平等は、理論研究とアクチュアルな社会問題が交差するきわめて社会学的な
トピックといえます。しかしながら、ジェンダー研究は、経験的／実践的な問題関心とよ
り関連づけられることが多い分野であるため、経験／実践に依拠しない理論生成にはこれ
まで大きな注目が払われてこなかったといえるでしょう。そこで、ジェンダー理論を社会
学理論の1つと位置づけたうえで、それが本来備えている力能――構想力や記述力――が、
いかにアクチュアルな社会問題と密接に関連しているのかについて幅広い議論を喚起する
きっかけを作りたいと考えました。換言すれば、平等を志向するジェンダー理論が、いか
なる「フィールド」を生産し（構想力）、いかなる対象の輪郭を浮かび上がらせてきたの
か（記述力）を明らかにする試みといえるでしょう。
「理論という実践」という表現には、理論がそれ自体で生成する社会学的認識のフィー
ルドと、その帰結としての経験的／実践的な効果を、社会学的考察の対象にするという狙
いがあります。そこで、2021年度の研究例会（1）および大会シンポジウム（テーマ部会A）（2）

では、平等を志向するジェンダー理論が有する構想力や記述力に焦点をあてることで、
ジェンダーにかんする理論研究がジェンダー不平等の克服という社会問題といかなるかか
わりを結びうるのかを明らかにすることを、2年目の課題としました。

2.　ジェンダー理論と現代リベラリズム理論の複雑な関係
ジェンダー理論が取り組むべき中心的課題の1つに、男女の身体間の差異を前提として
私たちはいかなる平等観に基づいて、より〈望ましい〉社会を構想するべきなのかという
問いがあります。ジェンダー平等という規範は、あるべき社会を構想するさいの主要な論
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点の1つといえますが、その平等の内実をめぐっては、何のどのような平等なのかをめぐ
り議論が錯綜しています。
ジェンダー理論とともに、現代リベラリズム理論もジェンダー平等に取り組んできた理
論的営為といえます。現代リベラリズム理論は、ジェンダー平等をめぐる錯綜した議論に
1つの解を提示したといえますが、その評価をめぐってはジェンダー理論家のあいだでも
さまざまな立場があります。
ジェンダー理論やフェミニズム理論の理論史を振り返れば、ジェンダー平等というト
ピックのもと、ジェンダー理論やフェミニズム思想が、リベラリズム理論の「忠実な継承
者」であるのと同時にリベラリズム理論に対する「一貫した抵抗の拠点」でもあり、葛藤
を孕みつつも並走するという微妙な間合いを保って展開してきたことは広く知られていま
す［江原 2001: iv］。そこで、改めてジェンダー理論と現代リベラリズム理論の複雑な関
係を解きほぐすことから、平等を志向するジェンダー理論が有する構想力や記述力につい
て認識を新たにする機会をもつことは、両者の建設的な関係を検討するさいに有意義で
しょう。

3.　大会シンポジウムと掲載論稿の紹介
大会シンポジウムでは、ジェンダー平等をめぐる理論研究について、三者三様の立場か
ら登壇者には精緻な議論をご報告いただきました。本号掲載の第2報告、第3報告の2論
文は、大会での報告を基にした論稿です。
諸事情により本号への掲載には至りませんでしたが、大会当日は第一報告者として魚躬
正明氏にご報告をいただきました。魚躬氏からは、ジェンダー平等をめぐる議論をするさ
い、つねに有力な参照点の1つでありつづけている現代リベラリズム（とくにJ. ロールズ
の議論）の枠組みでジェンダー平等に関していえること／いえないことについて問題提起
をいただきました。とくに理想理論としての政治哲学（J. ロールズの議論）の立場から、
政治哲学が実践性をもつためにはどうしたらよいのか、また社会学におけるジェンダー理
論との接点をいかに政治哲学は構築することができるのか、についてご報告をいただきま
した。
第二報告の金野美奈子氏は、「『リベラルな社会』という存在がいかに多重の意味で幻」
であるかが明らかになりつつある昨今の状況で、リベラリズムの可能性を問い直すため
に、フェミニズムによるロールズ批判（とくに後期ロールズが打ち出した政治的リベラリ
ズムの立場への批判）を議論の俎上に載せます。金野［2016, 2018］の議論を踏まえ、S. M. 
オーキンによる批判にいかにロールズはリプライしたのか――そして、ロールズのビジョ
ンには、ロールズ自身もじゅうぶんに意図していなかったであろうが「オーキンの批判に
より深く答える手がかりを胚胎しているという」金野氏の解釈――を検討することで、
ロールズ理論における公共性という「公」と「共」の位相を区別し、より整理された「政
治的なるもの」の位相についての解釈を提示しています。そのうえで、「ロールズ自身な
いしロールズを押し上げた人々の思惑を超え、ロールズ理論には本来のリベラリズムがも
ちうる力をふたたび甦らせうる可能性もまた孕まれている」ことを肯定的に評価します。
こうした後期ロールズについての議論の再解釈とその帰結は、フェミニズムの問題関心と
齟齬がないだけでなく、フェミニズムが意図している個々の女性たちをエンパワメントす
るさいの「自覚」と「力」を与えることになると結論づけます。
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第三報告の山根純佳氏は、フェミニズムによるリベラリズムの「公私の区分」批判の検
討をとおして、フェミニズムと「公共性」の関係について議論を展開しています。まずフェ
ミニズムの歴史を、「女性を『公共性に包摂』する苦闘の歴史」と総括します。そのうえで、
「公共性」の概念は、公私二元論批判の文脈において、フェミニズム側が批判する概念と
してとらえられがちな通説にたいして、公共性を「すべての人が共に生きられる社会につ
いての理念的・規範的な構想に関わる」［土場・盛山編 2006: 1‒4］ものと捉え直すことで、
「フェミニズムは女性の生きづらさを女性個人の問題ではなく『誰もがかかわりのある公
共的問題』として提起してきた思想」と、再定義します。リベラリズムによる「個人／政
治の二分法」、「価値の多元性」、「表現の自由」をめぐる3つの議論を検討していくなかで、
「フェミニズムが社会に向けて変革を求めている『政治的なこと』が、リベラリズムの『個
人の自由』の前で非政治化され、（『女性の問題』から）『個人の問題』に押し戻されてし
まうメカニズム」を山根氏は解き明かします。フェミニズムにおける「公共性」を再考し
たさきで、フェミニズムとは、「女性の経験を不正義に翻訳することをとおして、構造の
中に生きる『個人』の公共的責任を認識可能にする実践」であると結論付けます。

4.　おわりに
シンポジウムでの議論を踏まえて二氏が執筆した2つの論稿を並べてみると、ジェン
ダー平等というトピックのもと、ジェンダー理論／フェミニズム理論と現代リベラリズム
理論の今日的な関係は、これまでの歴史的経緯――「忠実な継承者」か「一貫した抵抗の
拠点」か――の延長上にそのまま位置づけられるものだといえそうです。ジェンダー理論
の役割は、現代リベラリズム理論との協働作業を目指すことになるのか、リベラリズム理
論への批判の急先鋒となるのか、といった古典的な構図で考えることができる一方で、そ
の中身をみてみると、2論稿が説得的に論じているようにいくつかの新たな論点をまとい
ながら現代的な問題としても定式化しうるものだといえます。
また、理論の実践性に着目をするならば、経験的／実践的な社会問題としてのジェン
ダー不平等を考えるさい、現在わたしたちが生活している社会的文脈について念頭に置く
ことが重要であることにも気づかされます。その意味では、新自由主義が浸透しつつある
現代社会を分析するさいに、ジェンダー理論が果たすべき役割について考えることは、き
わめて実践的な意味を有するといえます。
理論研究とは、「具体的」な社会現象が生成するフィールドにおいて、具体性を束ねる

「抽象的」命題を構築することにのみその意義があるのではなく、理論が社会学的認識だ
けでなく、対象そのものを生産する力能を有することを、ジェンダー理論をとおして考え
てきました。理論研究は、概念やその体系としての理論命題それ自体によって、新たな事
実そのものを生産＝発見しうることがあり、その発見された事実が新たな規範的社会構想
を要請することがあるものだといえます。同時に、理論研究によって明らかにされる理論
命題それ自体から導出しうる事実は、経験的／実践的な志向を有するジェンダー研究に何
をもたらすことになるのかという新たな問いについても考える機会を提供してくれます。
本特集は、ジェンダー理論を対象としておりますが、社会学理論とは何かを考えるさい
にも重要な論点を多く含んでおります。ジェンダー理論の実践性について考えることをと
おして、理論研究一般と実証研究一般を架橋することの醍醐味と困難さについても、今後
の研究上の展開にとって示唆的な方向性を示せたといえるでしょう。
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社会学理論が本来備えている力能に焦点をあてた本部会の2年間にわたる活動が、これ
からの社会学理論のさらなる活発な意見交換のきっかけとなることを願っています。

付記

本稿は「関東社会学会ニュース」No. 157（2021年5月20日発行）およびNo. 158（2021年10月11日発行）
掲載の研究例会・テーマ部会報告概要をもとに執筆した。

註

（1） 研究例会では、ジェンダー研究の経験的・実践的な問題関心に潜在している理論的なインパクトを析
出し、社会正義を語る構想の基盤としてジェンダー理論を位置づけようと試みている武内今日子さん
（東京大学大学院）による「ノンバイナリーはいかにして承認されうるか」という報告をいただきま
した。武内さんのご報告は、ジェンダー不平等の是正を志向するジェンダー理論の潮流のなかでも、
とくに差異の承認をめぐる議論に着目し、男女に当てはまらない社会的処遇を求めるノンバイナリー
の承認の可能性を探るものでした。久保田裕之氏（日本大学）と菅野摂子氏（埼玉大学）にはコメン
テーターの任をお引き受けいただきました。記して感謝申し上げます。

（2） 大会当日の討論者には、千田有紀氏（武蔵大学）と江原由美子氏（横浜国立大学）にお引き受けいた
だきました。記して感謝申し上げます。
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